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概要　思春期 に お け る乳房発育過程 と身体発育並 び に 各種 ホ ル モ ン 値 と の 関係に つ い て検討した ．

　D 年齢 と乳房発育 との 関係 ：乳房発育 は Tannerの B、
〜B5の 5 段階分類

1D）に従つ た ．加齢 と共 に乳

房 は発育 し ， 14歳 に 至 る と乳房未発育段階 と い え る Blの 例 は な くな る．　 B3は 9 歳〜17歳ま で み ら れ る

が
， 15歳以後 は 殆 どが B 、或 い は B

，を示す ，なお 成人型 で あ る B5 は 12歳〜17歳に 分布 す る が ， 加齢 と共

に 増加 し て 17歳 で は 72％を占め た ．

　2）身体発育 と乳房発育 との 関係 ：身長 の 急激な増加 は 乳房発育初 期 の B
，
〜B ，

の 時期に み られ る が，
B、 以降 plateauに 達す る，体重 の 急激 な増加 も，　 B 、

〜B 、 に か け て み ら れ，以後 も漸増傾向を 示 し た．

　3）下垂体 ホ ル モ ソ と乳房発育 との 関係 ：FSH 及び LH は BI〜B2に か け て 有意に 増加し，そ の 後も

B4ま で 漸増し た．な お PRL に は
一

定の 傾向は み られ な か つ た ．

　4） ス テ ロ イ ドホ ル モ ン と乳房発育 と の 関係 ：  副腎性 ス テ ロ イ ドで ある DHA −S は乳房発育と共に

増加 し ， B5に お い て は B 、の約 5 倍 に増加 した ．  cortisol 　eX　B2　− B3に か け て有意の 増加が み ら れた ，

  卵巣性ホ ル モ ン で ある estradiol との 関係を み る と ， 下垂体ホ ル モ ソ と同様 の 傾向を 示 し，　B5に お い て

は 成熟婦人の 域に達す る．さ らに progesteroneの stage 　B3で の 初経未発来群 と発来群と の 比較で は ，初

経発来群に お い て明らか な高値がみ ら れ た ．

　5）ま と め ：  思春期 に お け る乳房発育 と身体発育，及 び特 に 性 ホ ル モ ソ さ ら に 副腎性 ホ ル モ ン との 関

係 を 初 め て 明 ら か に し た．  乳房発育 と身体発育 （身 長 ，体重） は 相関が あ り，両 者間 の 密接 な 関係 が

示唆され た ．  副腎性 ス テ ・ イ ドで あ る DHA −S が思春期乳房発育 と 強 い 相関 （p 〈 0．001）がある こ と が

示 さ れ た．

Synopsis　In　order 　to　examine 　the　relation 　between　breast　development　and 　hormone　levels
，
　serum 　levels

of 　hormones 　including　LH ，　FSH ，　PRL ，　progesterone，
17α OH −progesterone，　estradiol （E2），　pregnenolone，

pregnenolone ．sulfate ，　17 α OH −pregnenolone ，　cortisol ，　dehydroepiandrosterone 　（DHA ），

dehydroepiandrosterone−sulfate （DHA −S），
　testosterone　and ∠

4・androstenedione 　were 　measured 　by　RIA 　in　162
puberal 　girls　aged 　g　to　17　years ．　 Height　and 　body　weight 　were 　also 　measured ，　 Stages　of 　breast　develop・

ment 　were 　classified 三nto 　BI　to　B5　 according 　to　Tanner　et　a1．　Results　were 　as 　follow；
　1）　Both　body　weight 　and 　height　increased　as 　the　breast　stage 　advanced 　during　puberty，
　2）　The 　correlation 　with 　the 　co ロ centrat 玉on 　of 　hormone 　such 　as 　LH ，　FSH ，　E2，　DHA ，　DHA ・S　and 　T，　and
breast　development　was 　noticed 　during　t草e　puberal　stage 　before　the　onset 　of　menarche ．　 A 　sigtlificant

positive 　correlation 　was 　observed 　between　DHA −S，　body　weight 　and 　each 　stage 　 of 　breast　development
before　 and 　 after 　the　onset 　 of 　menarche ．

　 From 　the　results 　obtained 　abQve ，　the　intimate　relationship 　between 　breast　development 　and 　 steroid

concentrations 　especialiy 　the 　adrenal 　steroid 　DHA −S　was 　suggested ．
Key 　words ： Hormone ・Puberty ・Breast　development ・Gonadotropin 。Steroid

　　　　　　　　　 緒　　言

思春期 は 小児期 か ら成熟期 へ の 移行期 に あた

り，
こ の 時期 に は著 しい 身体発育 ， 第二 次 性徴の

発現 と発達 ， 初経発来な ど の 変化 があ らわ れ ， 内

分泌的変化 も著 し い 時期 で ある。男予 の 第二 次性

徴 とし て は陰毛の 発生 ， 睾丸容積の 増大 ， 陰の う
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の 変化，陰茎 の肥大や腋毛 ・ ひ げの 発育並びに声

変わ りな どが挙げ られ，女子で は 乳房 の発育や陰

毛の 発育な どの 第 二 次性 徴の ほ か初 経発来 と い う

現象が お こ る こ と は 周知 の こ と で ある． こ れ ま で

我 々 は 女子思春期に お け る血 中性ホ ル モ ン の 動態

に つ い て 報告
5）
して きた ．第二 次性徴の 中で も乳

房 の 発育は 思春期性発育 の 指標 として 重要な 意義

を もつ こ とは言 うま で もな い が，そ の 内分泌的背

景 の 詳細 を明 らか に した もの は 少ない ．そ こ で 乳

房発育 と身体発育特に 各種 ホ ル モ ン の 関係に つ い

て 検討を加 えた ．

　　　　　　　　　 実験方法

　 1）紺象

　山形県下の 小 ， 中 ， 高校 に 在学する 9歳〜17歳
の 女子 521名（うち ホ ル モ ン 測定を 行ない 得 た もの

は 162名）を対象と した．ホ ル モ ン 測定の た め の 採

表 1　 Tanner の 分類 に よ る 乳房発育段 階

血 は 午前10時よ り午後 2 時ま で の 間 で
， 採血 後直

ち に血 清に 分離 し，測定 ま で 一20℃ に て 保存 した ．

　 2）測定方法

　   乳房 の 発育段 階 は Tanner の 分類
1°〉に 従 つ

て 5段階 （B ，
　
一一　B，）に 分類 し た （表 1）．

　   ．晦中各種ホ ル モ ソ 値の 測定 ：follicle　stimu −

lating　 hormone （FSH ），
　 luteinizing　 hormone

（LH ），
　 prolactin（PRL ），

　 estradiol （E2）は 第
一

ラ ジ オ ア イ ソ ト
ープ 社製 キ ッ トで

， ま た pregneno −

lone（P5），
　pregnenolone 　sulfate （P5・S），17α OH ・

pregnenolone （17・P5），
　 cortisol （F），

　 dehydroe−

piandrosterone（DHA ），dehydroepiandresterone・

su 王fate（DHA ・S），
　testosterone（T ），　A4　androste −

nedione （d4・A ），
　progesterone （P4），

17α OH −

progesterone （17−P4）な L
“
　OX 血 清 よ り抽 出 後

Sephadex　LH −20　column −chromatography に て

分離精 製後 に 特異 的な抗体を 用 い た RIA 法
2）に

よ つ た．なお 抱合型 は 遊離型抽出後 solvolysis を

行 な い
， 抱合型を遊離型 と し た の ち 同様 の 方法 で

測定 し た ．

　　　　　　　　　 成　　績

　 1）思春期 に お ける乳房発育

　表 2 に 各年齢に お け る乳房発育段階 の頻度 を示

した．加齢 と共 に 乳房は 発育す るが
， そ の 発育段

階に 差が み られ るの は 10歳 〜11歳に か けて
， 次 い

で 12歳 〜13歳 に か け て で あ り，16歳以後は B5が過

半数 を占め る に 至 る （16歳 ；60％，17歳 ；72％）．

表 2 　1ncident （％）of　breast　development　according 　to　age

Age9
10 11 12 13 14 15 16 17 計

B5 o 0 0
↓ （6．0）
　　　3

↑ （8．5）
　　　5

↑（12．5）
　　　7

↑（45，0）
　　34

↑（60，0）
　　37

↑（72．O）
　　52

138

B4 0 0 ↓ （2．5）
　　　1

（24． ）
12

（19．0）
11

（26，5）
　　16

↑（50．O）
　　38

↑（35．5）
　　22

〔26．5）
19

119

B3 ↓ （2．O）
　　　1

（2LO ）

　8
↑（37．5）
　　19

↑（39、0）
　　20

↑（44．0）
　　27

↑（43．0）
　　26

↓ （5 ．O）
　　　4

↓ （4 ．5）
　　　3

↓ （1．5）
　　　1

109

B2 ↑（39．2）
　　20

↑（36．5）
　　14

↑（46．0）
　　23

↑（29．0）
　　16

（27，0）
16

（18．5）
11

o 0 0 100

B 、

↑（58．8）
　　30

↑（42、5）

　　 16
（14．0）
　7

↓ （2．0）
　　　1

↓ （1．5）
　　　1

0 0 0 0 55

計 51 認 50 52 60 60　　 　　 76 62 72 521

X2 （32）＝437．684 　p 〈 0．01 ↑は 有 意に 多 い こ とを 示す

↓は有 意に 少な い こ とを 示す
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な お 9歳〜10歳で は B4及 び Bsを 示 す も の は な

く，また 15歳以上で B 、及 び B2を示 す も の は な か

つ た ．表 3 に 血中ホ ル モ ソ を測定 し得た 162例 の 各

乳房発育段階の 平均年齢 と初経発来者頻度を示 し

た ．乳房の 発育 と ともに そ の 平均年齢 は上 昇す る．

B，及 び B2で は初経発来者は ない ，発育段 ng　B，を

示 す もの は 初経未発来者 が14例 （45．2％），初経発

来者が 17例 （54．8％）で ほぼ半数ずつ で あ っ た．

当然 の こ となが ら未発来者の 平均年齢 は発来者の

年齢 よ り低 い （p ＜ O．001），B4及 び B5を示 す もの

は い ずれ も100％初経発来を み る，

　2）身体発育 と乳房発育 （図 1）

　身長及び体重 の発 育 と乳房発育段階 と の 関係を

検討 した．

　  身長 ：乳房が B 、

〜B 、 に か け て 発育する段階

で は，これ と平行 し て 身長 も急速 に 伸び る が （p ＜

0．001）， B 、 に 達 し た 以後 池は 身長 の 伸び は pla−

teau とな る．　B3を示 すも の の うち 初経発来者で は

未発来者に 比 べ て 身長 は 有意に 高い （p〈 0．001）．

　  体重 ：B 、

〜B3に か けて 乳房の 発育す る段 階

で は 体重 も 有意 差 を も つ て 急増 す る が （p＜

O．02），以後 の 体重増加 は 乳房発育段階間で 有意差

を認め な い 。なお B
，
の 初経発来者 の 体重 は 未発来

者 に 比 べ 身 長 同 様 有 意 に 高値 を 示 し た （pく

O．02）．

　3）下垂体ホ ル モ ソ と乳房発育 （図 2）

  FSH ： FSH は 乳房 発 育初 期 に あた る B 、

〜B2 （p〈 0．001）及 び B3〜B4 （p ＜ 0．01）に か け

表 3　 Subjects

乳房発育段階
（Tanner の 分類 ）

対象 者数
　　年　 齢

平均±標準偏差
初経発来者 数

　　（％）

BL 46
10，4± 1．1
（8、8〜13．5）

0

B2 36
11，7± 1，3
（9，0ヨ 4，4）

0

B3 〔
14
寧

17
ホホ

31
贍 ｝温1蒜 ll）〕
　 　　 12．8± 1、6

17
（55）

B4　　　　　 27
14、6± 1．2
（12．1− 16．8）

27
〔100）

B5 22
14．9± 1．5
（11．3− 17．0）

22

（100）

合　 　計　 　　 162

囀
初経 未発来 者 　　

＋＊
初 経発来 者　　（ ）年 齢幅

cm 　 　 Hei9ht

：：L ♪
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廟 ，

　 　 　 　 　 一一一一一一Setorg　manarcho
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　　　　　　　　／
・i

　　　　　ダ

・層

／
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　 　 　 　 　 　 Mean ±S，E．

図 l　 Physical　changes 　and 　breast　development
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図 2Changes 　of 　hormone 　levels　with 　breast　development
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て 有意に 増加 し，B4以後V＊　plateau と な る．　 B3 に

お ける初経発来者 と未発来者の FSH 値に は 有意

差を 認め なか つ た ．

　  LH ：LH は B、
〜B3 （p 〈 0．001）に か けて 有

意 に 増加 する．そ の 程 度は FSH ほ ど著明で は な

く， 発育段wa　B，以後の LH 値 は plateau とな り各

発育段階で は有意 の 差を認め ない ．なお B3に お け

る初 経発来者の LH 値は 未発来者 に 比 べ 有意 に

高値 を示 して い る （p ＜ 0．01）．

　  PRL ： PRL 値は 一定 の 傾 向を示 さなか つ た

が
， 初経発来前 に低下傾向を示 し た ．また B3に お

ける初経発来者 と未発来者間で も有意差 は な か つ

た．

　 4）性腺 ホ ル モ ン と乳房発育 （図 3 ）

　  E 、 ：E 、 は 乳房発育初期 に あた る B 、
〜B、の 発

育段階 に か けて 有意 に増加 し （p＜ 0．01）， 以 後は

各発育段階 で 有 意差を認 め ない が漸 増 して B5で

は 平 均 93pg／ml と成熟婦人 の レ ベ ル に 達 し た ．　B3

に お ける初 経発来者 と未発来者聞 の E2値 に は 有

意差を 認め なか つ た．

　  P
、

： P
、値 は B

，
か ら初経発来 例 の B3に か け

て 有意に 増加 した が （p ＜ O．05）， 以後乳房発育段

階間で は有意差 は なか つ た．もち ろ ん B， に お ける

初経発来者 は 未発来者 よ りも有意に 高値を示 し

（p〈 O．05），未発来群 （殆 どが Br〜B2 ）と発来群

（殆 どが B4〜B5） と の 間に も当然 なが ら有意差が

あつ た （p ＜ 0．01）．

　5）副腎性 ホ ル モ ン と乳房発育 （図 4 ）

　  DHA ： DHA 値 は 乳房発育初期に あた る B
、

〜B2 の 乳房 発育段 階 に か けて 有意に 増 加 す る が

（p〈 O．OOI），以後は 漸増傾向を示す もの の 各乳房

発育段階 で は有意差を認め な い ．また B ，に お け る

初経発来者 と未発来者間の DHA 値 に も有意差 は

認め られ なか つ た ．

　  DHA −S ： DHA −S値 は 乳房の 発 育 と平行 し

て もつ と も段 階 的 に 有 意差 の ある 急増 を示 し

（p＜ 0，05〜p 〈 O．OOI），　 B5に お け る DHA ・S 値は

B ， の 約 5 倍 に も達 した，また B3に お け る初経発

来者の DHA −S 値は 未発来老 の それ よ りも有意 に

高か っ た （p＜ O．05）．

　  F ： F 値 は B
、

〜B
，に お い て は 変化 がみ られ

な か つ た が ， B2〜B3の 初経発来 の 頃 に有意な増加

を示 し た （p ＜ 0．05）．し か し，B3に お ける初経発

来者 と未発来者 との 間 に は 有意差 は 認め られな か

60

im ）

：1凶

　 　 ●一一一●69 「org 　nlO ”atcho
　 　 か一一〇A「lor　mO 冂日Fche

DHA −
s

　 升

　　　ピギ

　　 ’

5　　
’匿’
Erl　e m 5

●一一一●3伽   賄

ひ一一〇A     唾

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mean ‡SE，

図 3Changes 　of　hormone 　levels　with 　breast
development

5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mea 陶±S，E，

図 4　 Changes　of 　hormone 　levels　with 　breast
　development
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表 4 　Correlation　of 　physical　changes 　and 　hormone　levels　with

　breast　development

乳房発 育（Tanner の 分類）
　　　　　　との 相 関

初経来 発来群
　　　n ＝ 96

初経発来群
　　n ＝ 66

全 　　例
n ＝ 162

箪肛
噌潔

身　長 r＝0．421 （一） r＝0．685

体 　 重 r幕0．668 r；0．426 r＝0．843

LH r＝0，447 （
一
） r；0，553　　N

　　申

暈 ミ

蚓 藁

ト

FSH r＝0 ．5工O （一） r＝0．549

PRL （
一
） （

一
） （

一
）

Progesterone （
一

） （
一
） r；0．399　　N

　　申

　　ミ

繕 艇

却

17α OH・progester 。且e （一） （一） （一）

Estradiol r＝0，269 （一） r＝ ．284

Pregnenolone （
一
） （

一
） （

一
）

Pregnenolone　sulfate （一） （一） （一）

17α OH・pregnenolone （一） （一） （一）丶

卍

ミ
藁

昶

睡
覇

Cortisol （
一
） （一） r漏0．253

DHA r＝0．500 （
一

） r＝0．562

DHA 　sulfate r＝0．497 r＝0，369 r；0．736

Testosterone r ＝ 0 ．454 （一） r＝ 0．519

認
4androstenediGne （一） （一） （一）

（
一
）： not 　signi 丘cant

つ た ．

　  T ：T は DHA ，
　DHA ・S と同様に 孳し房発育初

期 の Bi　
一一　B2 の 発育段 階に お い て 有 意 に 増加 し

（p 〈 O．05），以後漸増傾向を示すが ， 各発育段階 の

間に は 有意差 を認め な い ．また B3 に お ける初経発

来者 と未発来者 間で は 有意 差 は 認 め られ なか つ

た．

　 6）乳房 の 各発育段階 と身体発 育及 び 各種 ホ ル

モ ン 値 との 相関 （表 4）

　乳房発育段階 と先 に 述 べ た 身体発育 ， 各種 ホ ル

モ ン 値 との 相関を全例及 び初経未発来群 ， 発来各

群に わ け て 検討 した結果 を表 4 に ま と め て 示 す．

（一）は 有意 な相関を認め な か つ た も の で ある．

　初経未発来群で 相関の あつ た もの は
， 身長 と体

重 ，
LH と FSH

， 並 び に E2
，
　 DHA

，
　 DHA −S 及 び

T で あつ た ．
一

方初経発来者群 で 相関の あ つ た も

の は 体重及び DHA −S に す ぎな い ．初経未発来群 ，

発来群 をあわ せ た全例で相関を検討す る と，身長

と 体 重，LH と FSH ，並 び に E2，　 P，，
　 DHA ，

DHA ・S，　 F 及 び T に 正の 相関が み られた ．

　 7）年齢 と ホ ル モ ソ 値並 び に 身体発育 と の 相 関

及 び乳房発育段階 との 関係

　前述 の ご と く乳房発 育 と ， ある種 の ホ ル モ ソ 値

並 び に 身長 ， 体重 の増加 とが よ く相関す る
一

方，

乳房 の 発育は 加齢 とも よ く相関 して い る こ とが示

された ．そ こ で 年齢的因子を除外 し ， 思春期乳房

発育に 深 く関与 して い る因子を さらに 深 く検討す

る 目的で ， B 、

〜B ， ま で す べ て の 乳房発育段階を示

す 12歳に 焦点を しぼ つ て 検討 した ．そ の 結果 は 図

5 に 示す ご と く同一年齢 に もか か わ らず乳房発育

段階 と DHA −S 値 （r ＝ O，527）， 身長 （r＝O．827）

及 び体重 （r ＝ 0．738）と の 間 に 強 く正 の 相関を示 す

こ とが判明した．

　
一方 ， 従来よ り乳房発育 と密接な関係がある と

い わ れて い た E2及 び P4に っ いて は 年齢 12歳 で は

乳房発育段階の 聞に有意 の 相関は 認め られなか つ

た ．しか し ，
E

，
は FSH ，

　 LH ，
　 DHA

，
　DHA ・S，　F ，

T とともに 9 〜10歳 の 大部 分を 占め る乳 房発 育

初期段 階の B 、
〜B、で は 有意 の 増加 （p ＜ O．Ol）が

み られ る こ と，また P4も B2→ B ， の 初経発来例で
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図 5　Correlation　 between　 body　 weights ，　 steroid

　leve匡s　and 　the　breast　development

は 有意 に 増加 （p 〈 0．05）す る こ とは 先に 述 べ た ．

　　　　　　　　　考　 　案

　思春期 に お ける第 二 次性徴 の 発現及 び身体発育

な どは 個体差が 大 きく，年齢 に よ る変化の み で は

そ の発 育過程の 状態 を充分 に解明す る こ とは 出来

な い 。 こ れ ま で 思春期の 成 熟度 は Tanner の 分

類
10 ＞な どに よ つ て 分類 し ， 検討 され て ぎた．即 ち

Tanner の 分類
E°）は 第二 次性徴 の 程度 に よ る 分類

で 思春期女子で は と くに 乳房発 育及び恥毛 の 発育

が 身体成熟 の 指標 と し て 重要 な意義を もつ て い る

と述 べ て い る ．従 つ て こ の 分類 は 第二 次性徴 と各

種身体発育及 び内分泌 的変化 の 関係を検討す る う

えで 重要 な指標 の
一

つ に な り うる と 思わ れ る の

で ，乳房発育の 年齢的変化，並 び に 乳房発育 と身

体発育及び各種 ホ ル モ ン 値と の 相関を検討した ．

　1）年齢 と第二 次性 徴の 推移

　Tanner　et　aL9 ｝
の 各 stage の 平 均 年 齢 は B 、 ；

11．15歳，B， ；12．15歳 で あ り，また Faiman　et　al ．6）

は B ， ；10．7歳，B3； 11．8di と報告 し て い るが ，

我 々 の 成 績で は B2 ； 11．7歳 ，
　 B

， ； 12．8歳 で あ つ

て ，わ が 国の 思春期女子の 乳房発育は 欧米諸 国に

日 産婦誌4 巻 5号

比 べ て 約 1年前後遅 い 傾 向に ある．また B，を示す

例 の 初経 発来 率 に つ い て は
，

Faiman 　et　a1．6）は

25％で ある と述べ て い るが，我 々 の 成績で は 55％

であっ た ．なお B4，
　 B5で の 初経発来率は我 々 の 成

績 も Faiman　et　a1 ．s，の 報告 と同じ く100％で あつ

た ．す なわ ち 欧米人女子 に 比べ 日本人女子 で は 乳

房発育段階 が低 い に もか か わ らず ， 初経が発来す

る も の が多 い と い え る． こ の こ とは 玉 田
4）の 報 告

も同様で あ る．

　2）乳房発育 と身体発育の 関係

　初経発来 の 時期に は 身体及び体重 の 急速 な増加

が み られ る こ とは よ く知 られ て い る，我 々 の 成績

で ，乳房の 発育の 初期段階 の 進行 と身長及 び 体重

の 増加 と は よ く相関 し て い るが，乳房 が 成人型

（B4 ，
　B5）まで発育す る こ ろ に は身長 の伸び は pla−

teau に な る ．B3群 に つ い て 身長 及 び 体重を初経の

有無 に よ り比 較す る と，初経発来群 で は 未発来群

に比 べ て 有意に 高値（身長 ：p 〈 0． Ol，体重 ：p ＜

O．02）で あつ た ． こ の こ とは
， 身体発育 と乳房発

育 の 相関に 関 し て は初経の 有無及び年齢 と も関係

し て い る こ とを示唆 して い る．なお乳房発育 h
’s　Br

〜B4の 各段階を含む 12歳例に つ い て は
， 身長 （r ＝：

O．825）及 び体重 （r ＝ 0，738）と乳房発育段階 と は

極 め て よ く相関 し て い る こ とか ら ， 身体発育 も乳

房の 発育に 重要 な要 因で あ る こ とが示唆 され る．

　3）乳房発育と各種 ホ ル モ ソ 値 との 関係

　計測 した 各種 ホ ル モ ン の うち PRL 値を除 い て

は 加齢 と共 に ホ ル モ ン 値は 増量する． ホ ル モ ン 値

と年齢 との 相関は LH と FSH ，並 び vc　P4，　DHA ，

DHA −S 及 び T に 認 め られ た．また初経発来群 に

限つ て は ホ ル モ ン 値 と年齢 との 間に 相関 の あつ た

もの は な く，

一
方初経未発来群 で は LH と FSH ，

DHA ，　DHA −S 及 び T 値 の 変化が年齢 と相関 し て

い た ．なお ，初経発来前に 各種 の 性 ホ ル モ ン が著

増 し ， 最高値 を呈 す る こ とはすで に 報告 した
3｝通

りで ある．

　第二 次性徴 と各種 ホ ル モ ソ 値 との 相関 に 関 し

て ，Jenner　et　al．7）は E2値 と思春期発育分類 （P）

と極 め て よ い 相 関 が あ る と報告 して い る．また

Lee　et 　al．8）
は 8歳〜18歳に 至 る 27例 の 少女の 追跡

調査か ら，思春期発来 と共 に E 、，DHA ，　 DHA −S
，
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17・P 、値が上 昇するが，PRL 及び P4値 の 変化は 著

明 で な か つ た こ と ， 乳房発育段階 と有意 の 相関 の

あつ た ホ ル モ ン は LH ，　 FSH ，　 Ez， 17・P4，
　 DHA ，

T 及び d4・A で あっ た と報 じ て お り，
DHA −S に っ

い て は 恥 毛 の 発育 と相関 を認め た が，乳房発育 と

は相関が なか つ た と報告 して い る．今回の 我 々 の

検 討で は 乳房 の 初期発 育時期で は LH と FSH ，

E2，　DHA ，
　DHAS 及 び T と の 間 に 相関を認め ，

特に DHA −S に っ い て乳房発育 の 各段階で 初経発

来 の 有無に 関係な く有意 な相関が認め られた ．性

腺 ス テ ロ イ ド以 外 の 副 腎性 ス テ ロ イ ド で あ る

DHA −S が乳房発育に 関連 し て い る可能性が 強 く

示唆された こ とは 興味深 い 。なお ，従来乳房発育

や 乳汁分泌機能に 関与す る とされ て い る E2
，
　P汲

び PRL の うち ，
　 E

、
が初 経発来以前 の 乳房発 育 の

初期段階 と ，
P4は 初経発来の 前後 で の 乳房発育程

度 （Br〜B2→ （初経）→ B4〜B5）・と相関 して い た．

な お ，PRL 値は加 齢 と共 に む しろ
一

度下降 し， 乳

房 発育段 階 とも相関を認め なか っ た ．E2及び P ， に

つ い て は ， これが卵巣性 の ス テ ロ イ ドで あつ て 月

経周期 に よ る 変動 の 影響が ある た め
， 初経発来以

降 で は 検査時期 に よ つ て そ の 値 は 当然 異 な る た

め ，乳房発育 とその 相関 が認め られなか つ た 例の

存在 も否定で きな い ．

　DHA ，　 DHA −S 及び T は 共 に 副腎性 androgen

と考えられて お り，特に DHA −S は血 中濃度 も高

く， 加齢 と共 に増量 し て い く こ とが報告され て い

る
11）．今回 の 実験 に お い て 各発育段 階を含む 12歳

例 に つ い て 年齢 に よ る影響を除外 し て 検す る と，

乳房発育 と DHA −S は よ く相関 し て い た．　DHA −S

の 生理 作用 に つ い て は 恥 毛や腋毛 の 思春期 に お け

る 発育 と関係す る こ とが知 られて お り，副腎 の 発

育の
一

つ の 指標 とな る と考 え られ る．DHA ・S が

乳房発育に どの よ うな作用機序を もつ て働 くの か

は 不 明 で あ り， 乳房 の 発 育 と副腎の DHA −S 産生

能 の 上 昇がた また ま同時に起 きた可 能性 も否 定出

来 な い が ， 弱 い androgen で あ る DHA −S の

anabolic な作用 に よ る 乳房発 育の 促進 の 可 能性

と と も に ，DHA ・S は 卵巣 estrogen の precursor

で もあ り得 る こ とか ら，DHA ・S の 産生増加 に よ

り estrogen の 生 成 が 上 昇 し，生 成 さ れ た

estrogen が乳房 の 発 育を 促進 して い る可 能性 も

考 えられ よ う．今回の 成績で ，乳房 の 発 育 と副腎

性 androgen 産生機能 とが密接 な関係が あ り得 る

こ とが示 唆 され た こ と は 興味深 い ．

　本論 文要 旨 は 第36回 日本産科婦 人 科学会学術講演会に お

い て 発表 した．
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